
























【正解と解説】

●問題Ⅲ-1
正解は⑤
アルキメデスの原理により、水中の物体が受ける浮力の大きさは、物体が排除した流体（
水）の重力に等しい。排除した水の体積はV、密度はβであるから排除した水の質量はβV
となり、これに重力加速度gを乗じた「βVg」が浮力の大きさとなる。

●問題Ⅲ-2
正解は②
丸棒の極断面係数は Zp＝(πd³)/16 である。直径 d＝10mm＝0.01m、ねじりモーメント T
＝20N・m を代入すると、最大せん断応力 τmax＝T/Zp＝(16T)/(πd³)＝(16×20)/(π×
0.01³)＝320/(π×10⁻⁶)≒1.02×10⁸Pa＝102MPa となり、約100MPaである。

●問題Ⅲ-3
正解は⑤
電流は「電荷」（A）の流れであり、電流の向きは「負」（B）の電荷（電子）が移動する
方向とは逆向きである。直線電流はその向きに「垂直」（C）な平面内で同心円状の磁場
を発生させる。電流の単位アンペア（A）は「クーロン／秒（C/s）」（D）と定義され
る。

●問題Ⅲ-4
正解は③
ファラデーの電磁誘導の法則において、誘導起電力は回路を貫く「磁束」の時間変化率に
比例して生じる（V＝-dΦ/dt）。記述では「電束」が時間的に変化するときとしており、
電束と磁束を混同しているため誤りである。

●問題Ⅲ-5
正解は②
2つのスピーカー間隔を 2d＝2m（各スピーカーは中央から ±1m）、スピーカー面からの
距離を L＝3.3m とする。中央で極大（強め合い）、一方のスピーカーの正面（中央から
1m）で初めて極小（弱め合い）となった。この点から2つのスピーカーまでの距離はそれ
ぞれ L1＝3.3m、L2＝√(3.3²＋2²)＝√(10.89＋4)＝√14.89≒3.859m である。経路差 Δ
L＝L2−L1≒0.559m が半波長 λ/2 に等しいので、λ≒1.118m となる。振動数 f＝v/λ＝
340/1.118≒304Hz となり、最も近い値は 310Hz である。

●問題Ⅲ-6
正解は①
熱伝導真空計（ピラニ真空計など）は、気体の熱伝導率が低圧領域において圧力に比例す
ることを利用し、発熱体から気体分子への熱放散に伴う発熱体の温度・電気抵抗の変化を
測定して「圧力を測定」する真空計である。熱伝導率を推定する真空計とする記述は主客
が逆であり誤りである。

●問題Ⅲ-7
正解は③
一般的な金属の室温における電気抵抗率（比抵抗）は 10⁻⁸〜10⁻⁶ Ω・m（10⁻⁶〜10⁻⁴ Ω
・cm）程度である。10²〜10⁴ Ω・m とする記述は半導体や絶縁体領域の抵抗率であり誤
りである。

●問題Ⅲ-8
正解は⑤
パウリの常磁性（パウリ常磁性）は、金属中の伝導電子（自由電子）のスピン磁気モーメ
ントが外部磁場によって部分的に同一方向に揃う（スピン分極する）ことに起因する。軌
道運動に起因するとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-9
正解は⑤
フッ化水素酸（HF水溶液）は、フッ素の電気陰性度が高くH-F結合が強固であること、お



よび水素結合によって解離が抑制されるため「弱酸」である。強酸とする記述は誤りであ
る。

●問題Ⅲ-10
正解は④
気液平衡にある純物質の蒸気圧（飽和蒸気圧）は「温度のみ」に依存して定まる物性値で
ある。液相と気相が共存し温度が一定である限り、容器の体積を変化させても蒸気圧は一
定に保たれる。体積を大きくすると蒸気圧が変化するとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-11
正解は③
ベンゼンの6つの水素原子はすべて等価であるため、1つの水素原子を臭素で置換したモノ
ブロモベンゼン（C6H5Br）には位置異性体は存在せず、ただ1種類しか存在しない。異性
体が存在するとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-12
正解は④
核磁気共鳴法（NMR）は化合物の分子構造や電子状態を同定・解析するための分光測定手
法であり、混合物の成分分離を行う手法ではない。

●問題Ⅲ-13
正解は③
CO2 154mg（C＝42mg＝3.5mmol）、H2O 27mg（H＝3mg＝3.0mmol）より、CとHの物質量比は
7:6 である。酸素の質量は 61−(42＋3)＝16mg（O＝1.0mmol）となり、モル比は C:H:O＝
7:6:2 となる。この組成式（C7H6O2）に一致する芳香族化合物は安息香酸である。

●問題Ⅲ-14
正解は①
分子内の共有結合における多重結合様式としては、σ結合、π結合、δ結合、φ結合など
が知られているが、ギリシャ文字の「γ（ガンマ）結合」という結合様式は存在しない。

●問題Ⅲ-15
正解は③
酸・塩基の中和反応は溶液中で極めて迅速に進行する拡散律速反応（反応物が拡散・遭遇
する速度で全体の反応速度が決まる反応）の代表例である。反応律速とする記述は誤りで
ある。

●問題Ⅲ-16
正解は④
二酸化炭素（CO2）は窒素（N2）に比べて分子量が大きく分子間力も強いため、標準状態
（0℃、1気圧）において完全気体（理想気体）からのずれは二酸化炭素の方が大きい。二
酸化炭素の方がずれが小さいとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-17
正解は①
窒素分子（N2）は三重結合（共有電子対3組）、酸素分子（O2）は二重結合（2組）、フッ
素分子（F2）は単結合（1組）を形成しているため、共有電子数は N2＞O2＞F2 の順に減
少する。N2, O2, F2の順に増加するとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-18
正解は①
地球上に存在する水の総量のうち、海水が占める割合は約97%（約96.5%）である。約75%
とする記述は地球表面の海陸面積比（約7割が海）と混同しており誤りである。

●問題Ⅲ-19
正解は④
成層圏界面（高度約50km付近）において温度が極大となるのは、「オゾン層（O3）」が太
陽紫外線を効率的に吸収・加熱するためである。二酸化炭素の赤外線吸収によるものとす



る記述は誤りである。

●問題Ⅲ-20
正解は①
一般的な河川水は溶存酸素に富む酸化的環境にあるため、鉄やマンガンは酸化されて不溶
性の水酸化物・酸化物として沈殿し溶存濃度は極めて低い。これに対し溶存酸素の乏しい
地下水中では2価イオンとして溶存しやすいため、河川水の方が鉄やマンガンに富むとす
る記述は誤りである。

●問題Ⅲ-21
正解は⑤
地球上の氷床（南極やグリーンランド）は巨大な水資源貯留量を持つが、涵養と流出の循
環速度は極めて緩慢であり、年間の移動量・「輸送量（フラックス）」は小さい。輸送量
も大きいとする記述は不適切である。

●問題Ⅲ-22
正解は③
太陽放射エネルギーの波長分布（プランクの法則）において、エネルギーの約半分（約
45〜50%）は可視光線（波長約0.38〜0.78μm）の領域に集中している。

●問題Ⅲ-23
正解は②
上部マントルの部分溶融によって生じる初生玄武岩質マグマは、苦鉄質（SiO2約
45〜52wt%、FeやMgに富む）であり、珪素、ナトリウム、カリウム等の珪長質成分に富ん
でいるわけではない。

●問題Ⅲ-24
正解は③
変成岩の鉱物組み合わせは、原岩の「全岩化学組成」と変成時の「温度・圧力条件」の双
方によって決定される。化学組成によらず温度・圧力条件のみで決まるとする記述は誤り
である。

●問題Ⅲ-25
正解は⑤
火砕流は重力流（密度流）として地形の低所を流走するため、その堆積物は谷や窪地を埋
めるように分布し、谷に沿った線状・樹枝状や放射状の複雑な分布形態をとる。単純な長
円形の場合が多いとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-26
正解は④
ステージを回転させたときに鉱物の色や濃淡が変化する「多色性」は、結晶の方向によっ
て特定波長の光の吸収率が異なる現象であり、「単（オープン）ニコル下」で観察され
る。直交ニコル下で観察されるとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-27
正解は②
現在の日本列島における地磁気偏角はすべて真北より西に傾いており（西偏）、沖縄本島
付近での偏角は約5°（西偏）である。全般に北へ行くほど偏角（西偏角）は大きくな
る。

●問題Ⅲ-28
正解は②
火炎構造（フレイム構造）は、堆積直後の未凝固段階において下位の泥質層が上位の砂質
層の荷重によって火炎状に絞り出されて形成される二次的堆積構造（荷重変形構造）であ
る。

●問題Ⅲ-29
正解は⑤



嫌気的環境で堆積した海成泥岩中に酸化フロント（酸化還元境界層）が形成されると、黄
鉄鉱の酸化や方解石の溶解、スメクタイト化等が進んで強度が著しく低下し、むしろ地す
べりを誘発・促進する。地すべりを抑制するとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-30
正解は⑤
日本列島近傍において北アメリカプレートを基準としたプレートの相対運動速度は、太平
洋プレートが西北西方向に約8〜9cm/年、フィリピン海プレートが北西方向に約4〜5cm/年
である。

●問題Ⅲ-31
正解は②
カタクレーサイトの細分（プロトカタクレーサイト、カタクレーサイト、ウルトラカタク
レーサイト）は、粉砕・再結晶した「細粒基質部（マトリックス）の体積含有比率」に基
づいて定義・分類される。細粒基質部の固結度に基づくとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-32
正解は⑤
表面波探査は、地表面に沿って伝わるレイリー波の位相速度の分散特性を観測・解析する
ことにより、表層地盤の「S波速度構造（横波速度構造）」を推定する手法である。P波速
度構造とする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-33
正解は③
密度検層は、線源から「ガンマ線」を地層に照射し、地層中の電子によるコンプトン散乱
現象を利用して見掛けの電子密度（地層密度）を測定する物理検層である。ベータ線の散
乱現象とする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-34
正解は④
リジットブームシステムは、航空機や船舶に剛性アーム（ブーム）を取り付けて送信・受
信コイルを一定間隔に保持する電磁探査システム等で用いられる装置であり、地震探査の
データ処理手法ではない。

●問題Ⅲ-35
正解は②
ラテラル法（ラテラル検層）は、電極間隔を広く配置して侵入帯の影響を避けて地層の真
比抵抗を測定する電気検層の測定電極配置法の一つであり、物理探査の数値解析・最適化
アルゴリズムではない。


